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。 『江家次第』 巻四除目には 「次文章生労帳任




















































































































































































































と宋商人の関係や大宰府の交易実務 果す役割などを窺わせ 具体例として注目される。そ て、Ⅱ―
（0によると、朱



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































拠すべき記載がなくなり、来日人数が判明する事例 少ないが、 『本朝世紀』天慶八年（九四五）七月二十六日条の蒋袞は三千石の船一艘に百人で来航、 「交名在
レ別」とあり、 『小右記』正暦元年（九九〇）七月二十日条の唐人（鄭仁徳・


























いてこうした報告が求められているのであり るいはこ ような画像集の集積により、 宋商人を末端人徒まで識別し、出入国管理に利用していた か しれない。　
さて、周文裔が二十歳頃と言えば、最初の入宋僧奝然が渡海するのが永観元年（九八三）であり、 『平安遺文』
二六




































宋国智識使」 称され（ 『小右記』長和四年六月十九日条） 、藤原道長を始めと 貴族 ちは宋・天台山大慈寺修造の料物を道長の下に集めて、 念救の入宋に付託している（ 『平安遺文』補二六五号長和四年六月藤原道 書状 『御堂関白記』長和四年七月十五日条、 『小右記』長和四年七月十六 条など） 。そ 他、ⅰ―
（（に記されているように、日本の天台宗





















































人としての教養を積んでいたと描かれており、周文裔Ⅰ 帰国時には既に三十歳近くに っているの 、これ以前に宋で生活していたものと推定される。とすると、誕生後間もなく周文裔とと 宋に渡った か、あるいは二十代前半
二八


































































































































































































































































































































































































































周良史Ⅰが来着した時の大宰府の責任者は権帥源経房で、刀伊の入寇時の権帥藤原隆家が寛仁三年十二月に辞任した後、中納言藤原行成が権帥に就任、翌四年十一月には辞任したのを継いだものであった。経房は醍醐源氏、高明の子、俊賢の弟で、 時に五十二歳 権中納言であり、 治安三年（一〇二三）十月十二日 在任のまま大宰府で死去した際には筑前守平理義による納所検封、 後家である経房室と源実基・定良ら経房 子息と 遺財争い 起きたこ 知られる （ 『小右記』同年十一月七日条） 。そこで、十二月十五日に藤原惟憲が大宰大弐に就任すること なるから、周文裔Ⅱ・周良史Ⅰ帰国時の大宰府の責任者はこの惟憲に他ならなかった。惟憲はⅲ―
（0に「九国二島物掃
レ底奪取、唐物又同」と非



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































することができ （敦輔は五位な で、 議請による一等減、 官当は徒二年、 そして贖銅分に相当する徒半年 考慮す 、徒三年であったと目される） 。ｏ―１によると 兵具の交易も行われている 、禁兵器ではなかったと考えられるので、唐律の禁兵器が絞刑 あることを参考にすると 禁兵器以外の兵器の交易はその一等下の流刑 推定できるのに符合ており、おそらくは養老関市令弓箭条前半部に対応する処罰規定が日本律にも存在し、それは雑律に収載さ のではないかという点も指摘され ろである。　
ここでは「渡海制」が律令条文の規定に依拠した観念であり、律令体制成立以来の外交法規・方針であったことを








































































































































































































































































































































 承平五年（九三五）九月蒋承勲Ⅰ来着〔→天慶三年（九四〇）七月頃帰国〕―《十年》→天慶八年（九四五）六月蒋袞Ⅰ（蒋承勲Ⅱ）来着…「過期限早可安置」 （ 『貞信公記』同年七月二十九日条） 〔 暦元 七 閏七月末以降に帰国〕―《六年〔十六年〕 》→天暦五年 九五一）蒋承勲Ⅲ来着か〔→天暦七年（九五三）七月以降に入呉越僧日延を随伴して帰国〕





























































































































































































































した点などから見て、ｓにも記されているように、 「唐人来朝年数」 、即ち中国商人全体の来航に関する規制であったと解される。但し、唐滅亡から五代十国の混乱期の段階では、商客来着は散発的で、実際には呉越商人蒋承勲（蒋袞）がある程度定期的に到来する史料が残っているくらいであり 上述のように、この一人の商客 ついて 間隔、即ち同一人に関する規制と て機能した側面が見られた。したがって北宋 成立 より宋商 来航が頻繁化、複数人化すると、年紀制は両様に発現され、道長執政期の当初から原則の貫徹は難しかったと考えられる。　
朱仁聰Ⅰ来航の前後には既に複数の宋商人が到来しており、朱仁聰Ⅱの時には曾令文に対する支払いをめぐる交渉が






































































































































































































































陳詠以外にも、当該期には孫吉、劉琨、また王満（ｗ、 『百錬抄』 ・ 『扶桑略記』治暦二年（一〇六六）五月一日条）



















 『参記』の校訂文は拙稿「 『参天台五臺山記』東福寺本の校訂本（案） 」 （ 『遣唐使の特質と平安中・後期の日中関係に関する文献学的研究』 〈平成十九年度〜平成二十年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ） ）研究成果報告書〉 〔研究代表者・森公章〕 、二〇〇年）を参照。その他、藤善眞澄『参天台五臺山記』上・下（関西大学出版部 二〇〇九・一一年） 、王麗萍校點『新訂
 参天台五臺山記』 （上海古籍出版社、




 その他、 拙稿ａ「入宋僧成尋とその国際認識」 、 ｂ「入宋僧と弟子」 、ｃ「宋朝の海外渡航規定と日本僧成尋の入国」 、ｄ「遣外使節と求法・巡礼僧の日記」 （以上、いずれも『成尋と参天台五臺山記の研究』吉川
弘文館、二〇一三年） 、ｅ「渡海日記と文書の引載―古記録学的分析の試みとして―」 （ 『日記・古記録の世界』思文閣出版、二〇一五年）なども参照。
（３）

















ついて―」 （ 『古代文化』四四の一、 一九九二年） 、ｂ「宋代東アジアにおける海商の仲間意識と情報網」 （ 『歴史評論』五九二、 一九九九年） ｃ「勝尾寺縁起に見える宋海商について」 （ 『学習院史学』四〇、 二〇〇二年） 、ｄ「宋代海商の活動に関する一試論」 （ 『中世の対外交流』高志書院 二〇〇六年） 、 河内春人「宋商曾令文と唐物使 古代史研究』一七、 二〇〇 年）など。
（７）
 渡邊誠「 紀制と中国海商 註（５）書） 。
（８）









 大津透「受領功過定覚書」 （ 『律令国家支配構造の研究』岩波書店、一九九三年） 、佐々木恵介『受領
地方社会』 （山川出版社、二〇〇四年） 、寺内浩『受領制の研究』 （塙書房、二〇〇四年） 、増渕徹「藤原道長執政期の受領功過定」 （ 『日本律令制の展開』吉川弘文館、二〇〇三年）など。
（
（（）
 拙稿ａ「刀伊の入寇と西国武者の展開」 （ 『東洋大学文学部紀要』史学科篇三四、 二〇〇九年） 、ｂ「古代日麗関係の形成と展開」 （註（２ 書）を参照。
（
（（）
 上島亨『日本中世社会の形成と王権』 （名古屋大学出版会、二〇一〇年） 、古瀬奈津子『摂関政治』 （岩波書店、二〇一一年）など。
（
（（）









 宋商人来航の年表的整理は、対外関係史総合年表編集委員会編『対外関係史総合年表』 （吉川弘文館、一九九九年） 、田島公『日本 中国・朝鮮対外交流史年表―大宝元年〜文治元年―』増補・改訂版（二〇〇九年） 、原美和子「日中・日朝僧侶往来年表（八三八〜一一二六） 」 、榎本渉「日中・日朝僧侶往来年表（一一二七〜一二五〇） 」 （研究代表者・村井章介『八〜一七世紀の東アジア地域における人・物情報の交流―海域と港市 形成、民族・地域間の相互認識を中心に 』 （上） 〈平 一二年度〜平成一五年度科学研究費補助金（基盤研究（Ａ） （１ 研究成果報告書〉 、二〇〇四年）などを参照。
（
（（）










 速水侑『源信』 （吉川弘文館、一九八八年） 、原註（６）ｃ論文などは周文徳・楊仁紹が斉隠とともに帰国したと見る。小原仁『源信』 （ミネルヴァ書房二〇〇六年）二〇二〜二〇四頁は、 往生要集』付託の書状の宛先を斉隠とする。
（
（0）




















 気比史学会編『松原客館の謎 せまる』 （気比史学会、一九九四年） 。
（
（（）








































レ官之処」 云々とあり、 貨物・和市物以外に 「雑

















































 倉本一宏『一条天皇』 （吉川弘文館、二〇〇三年） 。























































 田島公「大陸・半島との往来」 （ 『列島の古代史』四、岩波書店、二〇〇五年）二七三〜二七四頁は、 「大宋国汝南郡（現在の中国河南省汝南県）出身の商人である周良史は字（別名）を憲清 言った。東宮学士の平定親は初めて 周良史と）会ったにもかかわらず、昔から知り合いのようで、周良史の容姿が非常に（坊官蔵人の）憲清に似ていた（という） 。（これは）平定親が述べたことである」の意で、 「憲清」は『春記』長久二年（一〇四一）二月七・八日条に見える「出雲守憲清」で、氏姓不明であるが、「坊官蔵人を経るの受領」 （二月七日条） ったという。この記事については、森克己「東宮と宋商周良史」 （註（４）ｂ書）のように 敦良親王が周良史と会ったと誤解されることも多いが 以上の解釈による 、東宮自身は周良史と会ってもいないし見てもいないのであり、平定親からの伝聞を記した
六四














 註（２）ｃ拙稿 河辺隆宏「 『朝野群載』所収宋崇寧四年「公憑」について」 （ 『情報の歴史学』中央大学出版部、二〇一一年）などを参照。
（
（（）
 拙稿「平安貴族の国際認識についての一考察」 （註（３）書） 、 山内晋次「中国海商と王朝国家」 （註（５）ａ書） 。
（
（（）
 こうした事例は林文理 「博多綱首の歴史的位置」 （ 『古代中世の社会と国家』清文堂出版、一九九八年） 、山内論文（
（（） 、渡邊誠「大宰府の「唐坊」と地名
































外交」 （ 『アジアのなかの日本史』Ⅳ、東京大学出版会、一九九三年） 、 『東アジア往還』 （朝日新聞社、一九九五年）などを参照。
（
（0）
 太田晶二郎「 「霊棋経」 」 （ 『太田晶二郎著作集』第一冊、吉川弘文館、一九九一年）
（
（（）


















































 森克己 「日本商船の高麗・宋への進出の端緒」 （註 （４）ｂ書） 、 寛平・延喜に於ける貿易統制 改革ａ書）など。
（
（0）





 前者の立場については、滝川政次郎「衛禁律後半の脱落条文―律令時代の私貿易の禁―」 （ 『律令格式



















麗高宗時代） の日本・高麗交渉について」 （ 『朝鮮学報』二〇七、 二〇〇八年） が指摘するように、 疑問が多い。
（
（（）

















































































 橋本雄「再論、十年一貢制」 （ 『日本史研究』五六八、 二〇〇九年） 。
（
（（）






 王勇「ブックロードとは何か」 （ 『奈良・平安時代の日中文化交流史』農山漁村文化協会、二〇〇一年） 。
（
（0）







邊誠 『平安時代管理貿易制度史の研究』 」 （ 『 学研究二七九、 二〇一三年）五二頁でも指摘されている。
（
（（）










 渡邊誠「年紀制の消長と唐人来着定」 （註（５）書） 。
（
（（）














 山内晋次「 『香要抄』の宋海商史料をめぐって」 （ 『アジア遊学』一三二、 二〇一〇年） 。
（
（（）






立と重源・栄西」 （ 『日本史研究』五七九、 二〇一〇年） 、 「後白河・清盛政権期における日宋交渉の舞台裏」 （ 『芸備地方史研究』二八二・二八三、 二〇一二年） 、榎本註（５）ａ書、 「日本の墨蹟 料から見た南宋期の海上貿易」 『大阪市立大学東洋史論叢』別冊特集号、二〇〇九年） 、中村翼 鎌倉中ける日宋貿易の展開と幕府」 （ 『史学雑誌』一一九の一〇、 二〇一〇年） 、 「鎌倉幕府の「唐船」関係法令の検討」 （ 『鎌倉遺文研究』二五、 二〇一〇年） 、大塚紀弘「日宋交流と仏牙信仰」 （ 『日本歴史』七五八、 二〇 一年） 、 「唐船貿易の変質と鎌倉幕府（ 『史学雑誌』一二一の二、 二〇一二年）などを参照。

